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施設名

演題名 幸せホルもん「あの日　あの時　あの場所で」

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

ご利用者様同士での会話や他利用者様と関わる機会が少なく、
フロアに活気や笑顔が足りていない

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 4

リーダー名
（職種）

回

活動期間

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）
「ご利用者様の笑顔の増加」

（目標値）
「他者とのかかわりで笑顔が増えて幸せに生活できる」

・活動量や笑顔を増やすため、フロアスタッフにて回想法を実施
・回想法を実施するために業務の見直しを行う
・サービスの質を統一するために回想法の研修終了者にて勉強会を実施

（実施前）
「ご利用者様同士でのコミュニケーションも少なく、笑顔があまり見られなかった」

（実施後）
「ご利用者様同士での会話も生まれて、笑顔が増えた」

・認知機能の改善のために回想法をフロアスタッフにて毎日実行する
・親身な対応を行うためにユマニチュードを毎日フロアスタッフが実行する
・認知症状の状態把握を行うためにDBD13を6ヶ月に1回アセスメントを行う
・回想法を毎日行うためにルーティン業務を適宜フロア会議にて見直しを行う
・回想法の理解を深めるために研修修了者が新入職員が入職時に勉強会を行う

川本
かわもと

　裕
ひろ

幸
ゆき

（入所介護士）介護老人保健施設ライフサポートひなた

③患者サービス・患者満足度の向上をめざすもの

②支援部門

③管理部門

令和5年10月初旬から10月末

取り組種別 施策実行型

川本　裕幸(入所介護士)

木村　恵美 入所看護師

鎌田　良美 言語聴覚士

岩屋　浩代 介護支援専門員

入所介護士

入所介護士山田　京

斉藤　侑太 入所介護士

「回想
かいそう

は幸
しあわ

せに」

①職場単位の活動

③テーマに合わせて形成したチーム活動

④組織全体で取り組んだ活動

川本　裕幸


